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スポーツ指導者のモラルに関する事例研究（５）
―体育社会学を受講する学生へのインタビューをもとに―
Case study concerning sports leader's morality (5)
―Based on the interviews to the students who attend the Physical education sociology lecture―
キーワード：リーダー，モラル，体罰
Abstract：“The title is unrelated to the ability as the leader.  Enthusiasm and ability to get 
things done are criterion for the leader.”  Tomiaki Fukuda who served as the leader of the 
Beijing Olympics group of Japanese athletes in 2008 asserts it.  The women's wrestling league 
that took notice of nobody at that time was voluntarily started up by Fukuda, and the wrestling 
diplomacy was developed.  After it had assumed the position of the vice-chairman of the world 
league, the Olympics oﬃcial program adoption of the women's wrestling was appealed to chairman 
Samaranchi of IOC at that time. The words of Fukuda who has executed everything have the 
persuasive power.  The sporting world is supported by a lot of passionate persons. Thus, it is 
important to bring up the teacher who has enthusiasm even to the world of education.
In the previous work, the thesis based on the corporal punishment consideration investigation 
is seen from department of education that educates many future teacher candidates. Moreover, 
there are very few researches on the sports leader compared with the instructional method in the 
present situation. In the ﬁeld of the sports research, the instructional method is a center of the 
research. An essential problem deﬁnition of “What are the roles of leader?” is not so seen. Today, 
a lot of problems concerning the leader surface, and a new morality formation are needed. This 
case study involves students who will aim to become elementary school teacher, junior high school 
health gym teacher, and the sports leader in the future.
The purpose of this study is to identify the sports leader's new roles by comparing the sporting 
events and individual/team race, and bringing students' valuable true opinions. The analysis of this 
study is also to become basic material of the research continuance in the future.











































野球 4% 38% 27% 31%
ハンドボール 21% 21% 53% 5%
ソフトボール 12% 35% 35% 18%
バスケットボール 7% 29% 43% 21%
サッカー 23% 46% 15% 15%
ラグビー 20% 70% 10%
バレーボール 56% 33% 11%
個人型
スポーツ





















































野球 27% 38% 35% 4%
ハンドボール 37% 58% 5%
ソフトボール 31% 50% 13% 6% 6%
バスケットボール 21% 50% 7% 21%
サッカー 58% 25% 17% 8%
ラグビー 10% 40% 50%
バレーボール 22% 56% 22%
個人型
スポーツ



















































































































































































































































































































の恥だからやめてくれ→そこまで言うことはない ･ ･ ･ と。
• お前には才能がないと言われた→絶対強くなってやる!
•いろいろ→理不尽。
•早く辞めろ→悔しすぎる。
剣道部
•首吊って死ね→また言ってると思った。
バドミントン部
•暴言→面倒くさい。
•負け犬→まさに意味がわからなかった。
レスリング部
•やつあたり→しかたない。
Ⅳ．スポーツ指導者の立場からの考察
１ ．スポーツ指導中の体罰は指導者として賛成派の意
見としては，「できれば，体罰はしたくない。」とい
う意見が多かった。
２ ．スポーツ指導中の体罰は指導者として反対派の意
見としては次のような意見が多かった。
• 「チャラチャラしていた自分を納得させるような説
明のうまさと，高い技術力だけで，大学にいってま
でスポーツができるように指導してもらえたから。」
•「体罰なしでも指導ということはできると思う。」
• 「小学生には楽しくスポーツすることを学んでほし
いから。」
•「自分は厳しくはするが，体罰では指導できない。」
•「自分がされていやだったから。」
• 「小学生には体罰は必要ない。楽しいということを
わかってもらう。」
３． スポーツ指導中の体罰は指導者として時として賛
成派の意見としては次のような意見が多かった。
• 「それだけ必死になっている証拠だから。正面から
117
ぶつかり，分かり合えるまで指導したい。」
• 「生徒の多くは言葉で理解してくれると信じている
が，それでだめな場合はやむを得ないと思う。」
• 「気まぐれや自分の感情だけで体罰を行うのは許せ
ないが，限度を超えたことに関しては体罰をしてし
まうかもしれない。」
• 「今，頑張ってほしいというときに体罰をしてしま
うような気がするが，手は出さない。」
• 「体罰を肯定はしないけれど，仕方のないことだと
思う。」
　以上のように体罰の賛成派の数は少なく，「必要で
あるが体罰はできるだけしたくない」という意見がほ
とんどであり，また，反対派の意見として多かったの
は「体罰なしでも指導ということはできると思う。」
これは良い指導者に恵まれたことが一因している。一
番多かったのは時として賛成派であり，「信頼関係」
という言葉がキーワードであり，それぞれの立場で考
えると「感情」という言葉が多くの意見の中で出てき
ている。つまり，感情だけで体罰を行うことは許せな
い。という意見に集約される。
Ⅴ． スポーツを強くするための指導者に必要なものは
何か
　どのような指導者であればついて行けるかという視
点から学生たちの意見をまとめてみた。
①　 個人にあったトレーニング方法を考えてくれる指
導者。
②　 人間関係，仲間との関わり方が重要であることを
教えてくれる指導者。
③　追い込んだ練習ができる指導者。
④　チーム内競争をうまく引き出せる指導者。
⑤　選手との信頼関係を築ける指導者。
⑥　精神的バランスを考慮できる指導者。
⑦　選手の目線に立つことができる指導者。
⑧　 女子と男子の差がわかり，性差に合ったプログラ
ムを作成することが出来る指導者。
⑨　 すべてを教えるのではなく，選手にも考えさせる
ことができる指導者。
⑩　 プライベートでも相談にのってくれ，頼りになる
指導者。
　以上のことから，指導者は，感情的な面と生理学的・
運動学的など，いろいろな視点から見て指導しなけれ
ばならない。また，ほめて伸ばすパターンと怒って伸
ばすパターンの２パターンをうまく使い分け，どちら
にしても「愛情をもって」指導するべきである。
Ⅵ．結　　論
　この２年間，体育社会学を講義する中で，このよう
なアンケート及びインタビューをもとに考察してきた
が，日常的に体罰を受けて育つと，いつの間にか体罰
に対する免疫ができてしまい，もし，彼らが指導者の
立場になった時，再び，体罰を繰り返してしまう危機
感がある。
　スポーツが人間教育の有効手段であることは間違い
ない。しかし，スポーツとは本来「楽しむ」ものであ
る。そのスポーツの本質を「体罰」がゆがめてしまっ
ている。
　そして，学校の部活動の体制は以前に比べ変容して
きている。ボランティアでがんばってきた先生方にも
限界が見えてきていることが残念である。学校の先生
に個々に任されている部分が多かった部活動はカリ
キュラムもなく，指導書もないという意味で個性を生
かせる場であった。それが，指導力のない指導者が最
低の指導方法である体罰をすることにより，問題視さ
れている。逆に言えば個人の先生の信用がなくなって
きて，極端にマイナス方向へ考えられている。
　チーム競技であれ，個人競技であれ，指導者と選手
とは一対一の関係が基本であり，選手の能力を引き出
し，伸ばし，本人がなりたい自分に近づくための手助
けだとすれば，なによりもまず，両者の間に良好なコ
ミュニケーションが求められる。そしてこの点こそが，
体罰を生まない方法である。
参考文献
• 三住二不二（1966），「新しいリーダーシップ」－集
団指導の行動科学－，ダイヤモンド社
• 加賀高陽・中田典昭（2003），「このままでいいのか!?
中学校運動部」，東京図書出版会
• 体育社会学研究会（1976），「体育・スポーツ指導者
の現状と課題」，道和書院
• スポーツネットワークジャパン（2008），「特集　体
罰を考える」，スポーツゴジラ第７号
（平成21年11月26日受理）
